
 

 
 
 

 

柔らかな日差しに ほっと肩から力が抜けます 

 

児童センターころぽっくる前の公園では、さまざまな世代の人たちが過ごしています 

この公園の桜の蕾が 日に日に膨らみ始めています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

〒204-0021 東京都清瀬市元町 2-18-10 1 階 
 ☎090－8304－1076 Ｆａｘ042－444－4546 

http://www.piccolonet.org/ 

2015．3．23 

森田 フミ子さん（事務所＆ピッコロルームの大家さん）   

 平成二十五年十一月、五十三年余り営業してきた店を閉店しました。 

 縁あって、「子育てネットワーク・ピッコロ」さんとすばらしい出会いの年になったのは、翌年の二

十六年四月でした。 

 昭和三十五年開店当初、菓子や調味料は量り売りの時代でした。今のように大きなスーパーはなく、

肉屋さん、魚屋さん、食料品店というように個人経営の店でした。売る店と買う人は自然と顔馴染み

になり温かい感じがしました。今思うと時計の針がゆっくり回っているようなのどかな気分でした。 

 世の中は目まぐるしく変わり、インターネットのように見えない線と線が結ばれ通じる不思議。働

く人たちは、夜遅くまでだったり早朝だったり、仕事が複雑になり、多忙な毎日です。 

 子育てしながら働くお母さんは疲れからイライラしたり落ち込んだりすることがあると思います。

その時には自分の時間をつくり友達と話したり、ショッピングを楽しんだり気分転換が必要です。ピ

ッコロさんに大切なお子さんを託し出かけてはいかがでしょう。元気を取戻し、リフレッシュして優

しい気持ちでお子さんと接することが出来ると思います。 

 少子化になり、社会全体で子育てを支えることが切実な問題になっています。これからずーっと続

くことになります。 

 「子育てネットワーク・ピッコロ」さんは、今の時代にふさわしい大切な仕事であり利用する人々

にとって心強い味方です。 

 十八年の活動を活かし幅広い内容の充実を多くの人が望んでいると思います。 

 

 

「ピッコロルーム」 
写真 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

東京都子育て応援ファンドモデル事業 
東京都子育て応援ファンドモデル事業は、創意工夫を凝らして取り組む先駆的、先進的取組を支援する

団体等に助成がおり、ピッコロでは訪問支援をコーディネートする「アドバイザーカリキュラム」と直接支援

をする「支援提供者カリキュラム」の研修会を行いました。 

2 月 20 日の研修会を持って研修会は終了しました。東京都内のファミリー・サポート・センターのアドバイ

ザーがほとんどで 30 名以上の参加がありました。アドバイザ―向けの研修会はなかなかないということ、

支援提供者向けの研修については、他市町村のファミリー・サポートでは２～5 時間程度の研修会で支援を

行っているセンターもあり、今回は、女性労働協会規定の 24 時間の研修会を設定しました。 

 

≪参加アドバイザーのアンケートより一部抜粋≫ 

アドバイザーとして心掛けること 

・利用される親、支援を受けるお子さま、提供する会員の三者の利益（目的は達成されたのか、それ

はどのように提供されたのか、子どもの心身の安心と安全は守られ成長と発達に合わせた対応がき

ちんとされたのか、提供したことで会員のやりがいは充足されたのか）には配慮する調和と調整が

大切でそれを担保する環境を作るために尽力することと心得ました。 

研修の必要性について 

・長く活動に携わっていると“慣れ”ということに甘え、提供 

会員も含め自分自身もこれで良いという「楽観バイアス」を 

持ってしまう傾向におちいってしまうため、研修をすること 

により、一つひとつを見直す機会を得ることができる。また、 

「知っている」と「知らなかった」とでは事態に対しての対 

応が全然違ってくるため、そのためにも研修を受け、研ぎ澄 

まされた感性を常に持ち続けるために必要である。 東京ウイメンズプラザ会議室での様子 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

み・ん・なの広場 

 

 

 

「どんな願いも、何度でも」 

Ｔ・Ｋさん  

 ホームビジターの存在は知っていましたが、ど

んなことをどこまでお願いできるか分からず、私

にとっては遠い存在でした。初めてお願いするこ

とになったのは第２子の予防接種。 

「長男どうしよう」私も夫も実家が遠く親に頼れ

ない。お金もかけられない。Ｋ-netのコーヒータ

イムで話したところ「すぐホームビジター申込ん

で」の一言。数日後に迫った予防接種、打合せ顔

合わせをバタバタと済ませて当日、病院へ向う自

転車で長男爆睡。ビジターさんは眠り続ける息子

をずっと抱っこしていてくれました。 

２度目は幼稚園バッグ作りをお願いしました。６

回の訪問の中では公園で遊んだり、病院に付き添

ってもらったことも。 

何より楽しかったのはビジターさんとの他愛な

いおしゃべり。育児の悩みも喜びも共感してくれ

る人が身近にいる心強さが胸にしみました。素敵

な出会いに感謝です。 

 

 

 
素敵な出会いに感謝して 

提供会員 伊藤ムツヱ さん 

B ちゃんと兄の A 君、今はこたつに入って仲良く

ゲームを楽しんでいる。私も食事の片づけを済ま

せ、一緒のこたつに入れさせてもらった。 

すると Bちゃん無言でいきなり「抱っこ」というよ

うに、私の膝にのってきた。私もびっくりしたが、こ

たつの中であぐらをかき、「ギュッ」と抱きしめ、小さ

な声で子守唄をハミングした。10 分くらいすると私

から離れ A 君とまたゲームをしている。しばらくす

ると「抱っこ」と入ってくる。A君も話しかけて来てく

れ、少しずつ会話が成立した。心を少しずつ開き始

めてくれている感じで嬉しくなった。 

今回、初めて伺ったお家です。私も緊張気味に、

「こんにちは！」を繰り返すと B ちゃんが出てきて

「帰れ！帰れ！」と不安な気持ちをいっぱいに表現

していた。Bちゃんの気持ちが落ち着くのを待ち、今

日は、お母さんの帰りが遅いことを話し、家の中に

入れさせてもらった。つい数時間前のことだが、今

はこうして抱っこされてリラックスしているように

見える。 

外で、カチンと鍵を開ける音がかすかに聞こえ

た。B ちゃん「アッ！お母さんだ」と言って飛びだし

て行った。その早い事。私が「お帰りなさい」と出て

行ったときは、お母さんも B ちゃんをしっかり抱きし

めて幸せそうです。  

私は、今日も素敵な出会いがあったことに感謝し

ながら家路につきました。 

 

 
つどいの広場へ行ったことがありますか？ 
「つどいの広場」へ行ったことがありますか？ 

 月曜日以外の平日・土日の10:00～15:00まで空い

ています。お子さん連れの方はどなたでも行って遊

ぶことが出来ます。元町つどいの広場（けやきホール

の3階）と竹丘つどいの広場（竹丘地域市民センター2

階）はピッコロが運営しています。 

他にころぽっくる児童センターと野塩地域市民セ

ンター、下宿地域市民センターにありますので、一度

遊びに行ってみてください。 

ホームスタートの支援は、研修会を受講したホ

ームビジターがボランティアで家庭を訪問して、

一緒にお子さんと遊んだり、家事をしたりお母さ

んの話しを聴いたりします。 

Ｋさんの場合、急な日程でしたが、ビジターさ

んが見つかったこともあり、健診に間に合い良か

ったです。 

清瀬市の事業としてスタートして6年目を迎え

ます。上のお子さんとお母さんがじっくり遊ぶ時

間を作りたい・子どもが小さく生まれてなかなか

受け入れられないこの気持ちを聴いて欲しい・子

どもとどう過ごしたらいいかわからない・離乳食

を一緒に作って欲しいなど、さまざまな要望の家

庭へ訪問させていただいています。 

子育ての「困った…」は、「今」であり「今」

ビジターの訪問が始まることで、お子さんが成長

し、母親自身が自分の子育てを見直す時間にもな

っています。「困ったことはたくさんあったが、

ビジターさんに話を聴いてもらったことが一番

よかった」と話す利用者さんが沢山いらっしゃい

ます。 

このような無料で利用できる支援を少しでも

多くの家庭へ届けたいと思っています。 

（オーガナイザー/牧野） 

3 月 2 日（月）には、いつもはお
休みの元町つどいの広場で「職場
復帰するママのおしゃべり会」を
行ったところ、20 組以上の親子が
集い、先輩ママさんからアドバイス
をいただいていました。 



《会員状況 2015.3．13 現在》 正会員 59 名・準会員 176 名・賛助会員（個人 9名・法人 4 名）

 ❤3,000 円以上寄付をいただいた方❤ 

  大川安子さん・大川博さん・小松飛希さん・新井明子さん・斉藤勝美さん・匿名 8名。皆さんありがとうございました。 

 認定ＮＰＯを目指しており、お陰様で 3,000 円以上の寄付者が 133 名に達しました。引き続きご協力をお願い致します。 

（3/13 現在） 

❤法人会員❤  

                            （株）関工務店   

―ピッコロはいつでも賛助会員（個人・法人会員）を募集しています。活動を維持していくために寄付も募っています― 

   2 月～3月の動き ― これからの活動予定 ― 
○ピッコロ  △Ｋ-ｎｅｔ、つどいの広場  ◆ファミサポ   ＨＳ＝ホームスタート ＨＶ＝ホームビジター 

2/3(火) ○事務局会議（事務所） 

2/9(月) ◆ｻﾌﾞ/ｱﾄﾞ調整会議(事務所) / 

     △K-net 運営会議/△つどい調整会議 

2/10(火)◆３～４カ月児健診 

2/13(金)△Ｋ-ｎｅｔひろば 

2/23(月)〇定例会/○事務局会議 

3/2(月) ◆ｻﾌﾞ/ｱﾄﾞ調整会議 

3/3(火) ◆視察（長野市ファミリーサポート） 

3/4(水) 〇事務局会議 

3/5(火) ○西東京市ファミリーサポート 

（ピッコロ説明） 

3/9(月) △つどい調整会議 

3/10(火)◆３～４カ月児健診 

3/13(金)△Ｋ-ｎｅｔひろば 

3/16(月)〇事務局会議 

3/23(月)〇定例会 

◆視察（NPO法人びーのびーの（横浜市） 

4/6(月) 9:15～ ◆ｻﾌﾞ/ｱﾄﾞ調整会議(事務所)  

    10:30～ △K-net 運営会議/13:00～△つどい調整会議 

4/10(金)10:00～△Ｋ-ｎｅｔひろば（アイレック） 

4/14(火)12:30～◆３～４カ月児健診（ファミサポ説明） 

4/27(月)9:45～  〇定例会(けやきホール/セミナーハウス) 

5/8(金)10:00～  △Ｋ-ｎｅｔひろば（アイレック） 

5/11(月)9:15～  ◆ｻﾌﾞ/ｱﾄﾞ調整会議(事務所)  

10:30～ △Ｋ-ｎｅｔ運営会議 13:00～ △つどい調整会議 

5/12(火)12:30～◆３～４カ月児健診（ファミサポ説明） 

5/20(月)10:00～△Ｋ-ｎｅｔリフレッシュ講座・テラピス 

5/22(金)18:30～○第 12 回定期総会 

（けやきホール・セミナーハウス） 

  

 

 

5/25(月)9:45～ 〇定例会(セミナーハウス・第 3 会議室) 

《
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新鮮こだわり中国料理 

定期総会は正会員の出席で成立しますが、準会員さ

んも傍聴が出来ますので、ぜひ、ご出席ください。

その際は、事務所に連絡ください。 


